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〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜

歳入合計　104,508,449

歳出合計　91,406,352

❶普通賦課金 64,232,600
　　本年度賦課金 64,232,600
　　過年度賦課金 0
❷特別賦課金 6,187,600
　　別院御仏飯料 4,315,600
　　災害見舞協力金 1,872,000

教区賦課金 70,420,200

❶各種願記冥加金 3,494,500

各種願記冥加金 3,494,500

❶雑収入 541,880

雑収入 541,880

❶㈵伝道車購入積立金会計 0
❷㈵平衡資金会計 0

特別会計回付金 0

❶前年度繰越金 11,420,198

前年度繰越金 11,420,198

❶完納奨励教化費 2,485,000

完納奨励教化費 2,485,000

❶山口別院一般会計回付金 10,065,600
　　別院御仏飯料回付金 4,315,600
　　別院運営費回付金 5,500,000
　　退職積立金回付金 250,000
❷㈵寺院災害見舞金会計 1,872,000
❸㈵伝道車購入積立金会計 300,000
❹㈵平衡資金会計 100,000
❺㈵子ども・若者ご縁づくり推進費会計
 700,000
❻㈵山口教区法要事務所会計 300,000

回付金 13,337,600

❶第一予備費 0
❷第二予備費 34,000

予備費 34,000

❶実践運動推進費 13,042,346
　　教区実践運動推進費 1,320,496
　　人権社会活動推進費 450,186
　　寺院活動支援推進費 844,840
　　広報推進費 5,467,106
　　門信徒教化推進費 364,360
　　実践運動推進会議費 2,105,358
　　組織教化費 2,490,000
❷組実践運動推進費 9,510,000
　　組巡回費 0
　　組交付金 9,510,000

教化推進費 22,552,346 

❶教区会費 1,035,183
❷組長会費 1,076,299
❸各種会議費 396,475

会議費 2,507,957

❶人件費 43,791,967
　　俸給 23,508,080
　　諸手当 4,825,900
　　賞与 8,884,244
　　福利費 6,573,743

❷事務費 5,657,620
　　通信費 2,643,144
　　出張費 10,770
　　備品費 253,000
　　事務諸費 2,750,706

❸諸費 1,013,000
　　慶弔費 361,280
　　渉外費 65,440
　　雑費 156,010
　　伝道車関係費 430,270

教務所費 50,462,587

歳入の部 （単位：円）

歳出の部 （単位：円）

❶宗派交付金 17,883,671
❷その他交付金 180,000

交付金 18,063,671

❶参加費収入 568,000

参加費収入 568,000

❶宗会議員選挙費 26,862

宗会議員選挙費 26,862

No.227　（2）2022（令和４）年 10 月

臨時教区会開催臨時教区会開催
　去る７月19日（火）に、別院本堂において、2021（令和３）年度臨時教区会（八木靜也議長）が開催され、　去る７月19日（火）に、別院本堂において、2021（令和３）年度臨時教区会（八木靜也議長）が開催され、
提出された財務承認議案は、原案通り可決されました。議案は次の通りです。提出された財務承認議案は、原案通り可決されました。議案は次の通りです。

【財務承認議案】【財務承認議案】
2021（令和3）年度一般会計歳計決算・特別会計歳計決算（寺院災害見舞金会計、伝道車購入積立金会計、2021（令和3）年度一般会計歳計決算・特別会計歳計決算（寺院災害見舞金会計、伝道車購入積立金会計、
平衡資金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年法要事務平衡資金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年法要事務
所会計）所会計）

2021（令和3）年度 山口教区一般会計歳計決算並説明
自 2021（令和３）年４月１日　至 2022（令和４）年３月31日



本願寺山口別院 検索

歳入合計　104,508,449

歳出合計　91,406,352

❶普通賦課金 64,232,600
　　本年度賦課金 64,232,600
　　過年度賦課金 0
❷特別賦課金 6,187,600
　　別院御仏飯料 4,315,600
　　災害見舞協力金 1,872,000

教区賦課金 70,420,200

❶各種願記冥加金 3,494,500

各種願記冥加金 3,494,500

❶雑収入 541,880

雑収入 541,880

❶㈵伝道車購入積立金会計 0
❷㈵平衡資金会計 0

特別会計回付金 0

❶前年度繰越金 11,420,198

前年度繰越金 11,420,198

❶完納奨励教化費 2,485,000

完納奨励教化費 2,485,000

❶山口別院一般会計回付金 10,065,600
　　別院御仏飯料回付金 4,315,600
　　別院運営費回付金 5,500,000
　　退職積立金回付金 250,000
❷㈵寺院災害見舞金会計 1,872,000
❸㈵伝道車購入積立金会計 300,000
❹㈵平衡資金会計 100,000
❺㈵子ども・若者ご縁づくり推進費会計
 700,000
❻㈵山口教区法要事務所会計 300,000

回付金 13,337,600

❶第一予備費 0
❷第二予備費 34,000

予備費 34,000

❶実践運動推進費 13,042,346
　　教区実践運動推進費 1,320,496
　　人権社会活動推進費 450,186
　　寺院活動支援推進費 844,840
　　広報推進費 5,467,106
　　門信徒教化推進費 364,360
　　実践運動推進会議費 2,105,358
　　組織教化費 2,490,000
❷組実践運動推進費 9,510,000
　　組巡回費 0
　　組交付金 9,510,000

教化推進費 22,552,346 

❶教区会費 1,035,183
❷組長会費 1,076,299
❸各種会議費 396,475

会議費 2,507,957

❶人件費 43,791,967
　　俸給 23,508,080
　　諸手当 4,825,900
　　賞与 8,884,244
　　福利費 6,573,743

❷事務費 5,657,620
　　通信費 2,643,144
　　出張費 10,770
　　備品費 253,000
　　事務諸費 2,750,706

❸諸費 1,013,000
　　慶弔費 361,280
　　渉外費 65,440
　　雑費 156,010
　　伝道車関係費 430,270

教務所費 50,462,587

歳入の部 （単位：円）

歳出の部 （単位：円）

❶宗派交付金 17,883,671
❷その他交付金 180,000

交付金 18,063,671

❶参加費収入 568,000

参加費収入 568,000

❶宗会議員選挙費 26,862

宗会議員選挙費 26,862

（3）　No.227 2022（令和４）年 10 月

　「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
山
口
教
区
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本  

浩
二  

委
員
長
　
就
任
挨
拶

　
平
成
24
年
、
そ
れ
ま
で
の
基
幹
運
動
の
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
歩
み
出
し
た
「
御
同
朋

の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
以
下
「
実
践
運

動
」）
実
働
よ
り
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　
基
幹
運
動
の
成
果
と
し
て
は
、
教
化
団
体

の
活
性
化
や
、
門
徒
推
進
員
を
養
成
す
る
門

信
徒
会
運
動
で
あ
り
、
私
や
教
団
の
あ
り
方

を
問
い
、
差
別
・
被
差
別
か
ら
の
解
放
を
め

ざ
す
同
朋
運
動
で
し
ょ
う
。
ま
た
課
題
の
一

つ
と
し
て
は
「
一
部
の
人
達
の
運
動
と
な
っ

て
い
っ
た
」
こ
と
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
践
運
動
は
、
我
が
宗
門
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
阿
弥
陀
如
来
の
智

慧
と
慈
悲
を
伝
え
、
も
っ
て
自
他
共
に
心
豊

か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
」
こ
と
を
理
念
と
し
、
そ
の
成
果

を
上
げ
る
た
め
の
運
動
で
あ
る
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
計
画
期
間
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
①
は
「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～D

āna 

for W
orld Peace  

～
子
ど
も
た
ち
を
育
む

た
め
に
」、
そ
し
て
、
当
教
区
独
自
に
取
り

組
む
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
は
「
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
へ
の
学
び
を
深

め
る
」
と
定
め
て
、
課
題
克
服
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
に
述
べ
た
「
基
幹
運
動
の
成
果

と
課
題
」を
踏
ま
え
て
の
実
践
運
動
で
す
が
、

成
果
は
着
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、

課
題
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
「
一
部
の
人
達
の

運
動
」
を
克
服
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
宗
門
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
社

会
の
一
部
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
今
、
社
会
の

人
々
が
持
つ
宗
教
へ
の
認
識
は
厳
し
く
、
或

い
は
無
関
心
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

自
ら
が
み
教
え
を
伝
え
る
こ
と
を
通
し
な
が

ら
、
今
社
会
に
あ
る
課
題
に
、
積
極
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
見
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
引
き
続
き
教
区
の
皆
さ
ま
の
ご
参
画

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
山
口
教
区
委
員
会

　
　
　
　
日
髙  

殊
恵  

寺
院
活
動
支
援
部
長
　
就
任
挨
拶

　
こ
の
た
び
、
寺
院
活
動
支
援
部
の
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
山
口

教
区
寺
院
の
活
性
化
に
向
け
て
、
部
員

の
方
々
と
共
に
活
動
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
部
で
は 

①
寺
院
活
動
支
援
の

た
め
の
研
修
会
企
画
・
運
営 

②
寺
院

活
動
支
援
の
た
め
の
教
材
作
成
・
企
画 

③
寺
院
振
興
法
座
の
奨
励 

④
福
祉
募

金
の
協
力
依
頼
や
福
祉
車
両
の
謹
呈
、

法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
の
福
祉
施
設
へ
の
謹

呈
・
福
祉
布
教
活
動
へ
の
補
助 

⑤
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
促
進
等
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

　
こ
の
数
年
で
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境

は
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
ま
し
た
。
昨
年
実

施
し
ま
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
よ
る
寺
院
活
動
へ
の
影
響
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
」(

山
口
教
区
全
寺
院
対
象)

の
結
果
で
は
、
法
事
・
葬
儀
の
形
態
変

化
に
つ
い
て
約
77
％
の
寺
院
か
ら
、
不

安
で
あ
る
・
や
や
不
安
で
あ
る
と
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
座
・
行
事

の
開
催
に
つ
い
て
は
約
84
％
以
上
の
寺

院
か
ら
不
安
と
の
結
果
も
。

　
浄
土
真
宗
寺
院
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
親
鸞

聖
人
が
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
教

え
が
広
く
伝
わ
る
「
伝
道
の
場
」
と
し

て
、
伝
統
は
守
り
つ
つ
現
代
に
合
っ
た

「
手
段
」
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
寺
院
活
動
支
援
部
で
は
、

皆
さ
ま
と
様
々
な
情
報
や
問
題
意
識
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
各
寺
院
で
の
活

動
や
対
策
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
教
材
や
研
修
会
を
企
画
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
部
員
一

同
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
実
践
目
標
）

「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～Dāna for 

W
orld Peace

～
」
―
子
ど
も
た
ち

を
育
む
た
め
に
―
経
緯

　
戦
後
70
年
を
機
縁
に
宗
門
で
は
３
年

に
亘
っ
て
平
和
へ
の
学
び
や
議
論
が
重

ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

具
体
的
平
和
貢
献
策
と
し
て
、

①
経
済
格
差
・
貧
困
の
克
服

②
非
戦
・
沖
縄
の
問
題

③
自
死
の
問
題

④
合
掌
の
す
す
め

と
４
つ
の
提
案
が
打
ち
出
さ
れ
、
公
聴

会
等
様
々
な
意
見
を
経
て「
経
済
格
差
・

貧
困
の
克
服
」
が
注
力
す
べ
き
課
題
で

あ
る
と
総
合
的
な
判
断
に
至
り
ま
し

た
。

　「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
理
念

と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
が
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
て
以

降
、
国
内
外
の
様
々
な
組
織
が
連
携
し

つ
つ
、
そ
の
課
題
克
服
が
取
り
組
ま
れ

る
な
か
、
宗
教
者
に
向
け
ら
れ
た
期
待

も
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
多
く
の
人
や
寺
院
が
参
画
で
き
る
取

り
組
み
と
し
て
「
貧
困
の
克
服
に
向
け

て

～D
āna for W

orld Peace

～
」

―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
―
を
実

践
目
標
に
定
め
、
世
界
も
視
野
に
長
期

的
展
望
に
立
っ
て
、
お
釈
迦
さ
ま
以
来

仏
教
が
大
切
に
し
て
き
た
「
布
施
」
の

精
神
を
も
と
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
の

実
践
を
い
た
し
ま
す
。
　

　
貧
困
と
は
、
人
が
社
会
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
財
や
生
活
資
源
を

欠
く
状
態
で
、
絶
対
的
貧
困
（
生
命
を

維
持
す
る
に
足
る
必
要
栄
養
量
を
基
礎

と
し
、
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
状
態
）
と

相
対
的
貧
困
（
社
会
生
活
に
必
要
な
資

源
が
欠
け
て
い
る
状
態
）を
い
い
ま
す
。

極
度
の
貧
困
で
今
日
の
い
の
ち
を
脅
か

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
世
界
中
に

沢
山
い
ま
す
。
統
計
で
は
５
秒
に
１
人

の
割
合
で
15
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

亡
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
要
因
の
ほ
と
ん
ど
は
予
防
が
可
能

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
家

庭
生
活
も
「
母
子
世
帯
」
や
「
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
等
、
貧
困
が
複
雑
・
深
刻

化
し
、
つ
な
が
り
の
希
薄
化
も
加
え
、

ま
と
も
な
食
事
や
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
っ
た
環
境
や
親
子
で

一
緒
に
い
ら
れ
る
時
間
が
無
い
な
ど
、

安
心
し
て
過
ご
す
居
場
所
さ
え
失
わ
れ

て
い
る
状
況
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
育
を
思
い
ま
す

と
、
小
さ
な
頃
か
ら
あ
き
ら
め
を
感
じ

た
り
、
生
活
困
難
は
自
分
や
家
族
に
問

題
が
あ
る
と
思
う
の
は
適
切
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
貧
困
は
孤
立
や
い
じ

め
、
虐
待
な
ど
様
々
な
問
題
も
生
み
ま

す
。

　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
念
仏
者
と

　総合基本計画に掲げるスローガン「結ぶ絆から、広がるご縁へ」をテーマに組長・教区委
員（組重点プロジェクトリーダー）・サブリーダー・他組内関係者を対象に山口教区「御同
朋の社会をめざす運動」（実践運動）研修会を開催し、59 名の出席がありました。
　講習では 弘中 貴之 浄土真宗本願寺派副総務・子ども若者ご縁づくり推進室室長より「御
同朋の社会をめざす運動」の実践に関する宗則に基づき、推進３年目となる宗門重点プロジェ
クト「貧困の克服に向けて～ Dāna for World Peace ～」について、目的・現状・課題を学
びました。

「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月８日（金）開催

弘中 貴之 氏

支援状況の報告
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し
て
、
み
ん
な
が
み
ん
な
の
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
子

ど
も
た
ち
が
未
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育

む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
厳
し
い
状
況

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
家
庭
へ
の
直
接

的
な
支
援
や
社
会
へ
の
呼
び
か
け
等
、

で
き
る
こ
と
か
ら
の
お
力
添
え
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
実
践
活
動
例
】

※
寺
院
主
動
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

・
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

　「
子
ど
も
の
遊
び
場
」「
学
習
支
援
」
他

・
温
か
い
食
事

　「
子
ど
も
食
堂
」「
子
ど
も
宅
食
（
配
食
）」

　「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
他

・
寄
付

　「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金
」
他参加者のようす

山口別院フードバンクのご報告山口別院フードバンクのご報告
　「御同朋の社会をめざす運動」山口教区委員会の取組の一環として、別院にお届けいた

だいたものを教区内各寺院での活動にご活用いただいております。

周南組西光寺で開催している「10 日だよ！全員集合食堂」周南組西光寺で開催している「10 日だよ！全員集合食堂」

　上記実践活動例にありますように、子ども食堂や地域食堂だけでなく、子どもの遊び場

や学習支援といった子どもの居場所づくり、またそれらに対するお気持ちを通じて、子ど

もたちやこれからの社会の手助けをしていければと考えております。

　組単位・寺院単位で貧困の克服に資する社会的支援をお考えのことと思います。今後の

支援の参考に取り組んでいる活動の報告、また質問がございましたら山口教区教務所まで

お寄せください。

下関組教法寺で開催している「からと子ども食堂　縁」下関組教法寺で開催している「からと子ども食堂　縁」

お米のご寄付を
お米のご寄付を

　　　いただきました！
　　　いただきました！
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第第
4242
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要    

オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝

オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝    

並
び
に

並
び
に    

非
戦
・
平
和
を
学
ぶ
会

非
戦
・
平
和
を
学
ぶ
会

９
月
９
月
1818
日
（
日
）
開
催

日
（
日
）
開
催

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
、
第
42
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追

悼
法
要
が
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に

近
い
関
東
地
方
の
方
々
を
除
き
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
14

号
が
山
口
県
に
接
近
、
翌
日
に
は
上
陸
の

恐
れ
も
あ
る
と
い
う
予
報
が
な
さ
れ
、
法

要
行
事
の
開
催
や
参
拝
・
参
加
が
厳
し
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
で
の
法
要

時
刻
に
合
わ
せ
本
願
寺
山
口
別
院
を
は
じ

め
山
口
教
区
95
か
寺
で
「
平
和
の
鐘
」
が

撞
か
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
に
よ
る
参
拝

が
29
か
寺
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
法
要
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

に
よ
る
参
拝
に
続
き
「
非
戦
・
平
和
に
つ

い
て
学
ぶ
会
」
と
し
て
平
和
学
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
の
終
わ
り
が
見
通
せ
な
い
中
、
こ
の

侵
攻
に
よ
り
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ

る
方
々
へ
の
支
援
が
各
方
面
で
な
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
万
が
一
私
た
ち
の
国
が
こ

の
よ
う
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
時
の
対
応

が
必
要
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
学
習
会
で
は
、
現
在
こ
の
よ
う

な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て

ご
法
義
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
何
が
正

し
い
の
か
を
見
据
え
、仏
教
者
が
社
会
に
、

と
り
わ
け
平
和
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と

の
意
義
を
学
ぶ
た
め
、
明
治
学
院
大
学
名

誉
教
授 

阿
満
利
麿 
先
生
よ
り
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
生
は
「
人
権
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を

根
拠
と
し
て
非
戦
・
反
戦
の
運
動
を
し
て

お
ら
れ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
尊
い
こ
と
だ
け
れ
ど

も
、
お
念
仏
の
日
暮
ら
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
の
非
戦
・

平
和
の
取
り
組
み
と
は
ど
の
よ
う
に
あ
る

べ
き
か
。
そ
れ
は
本
願
念
仏
を
拠
り
所
に

す
る
こ
と
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
非
戦
・
平

和
と
い
っ
て
も
言
葉
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。」「
お
念
仏
と
は
阿
弥

陀
仏
が
は
た
ら
く
姿
で
あ
り
、
我
々
が
称

名
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
私
の
中
で
阿
弥

陀
仏
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
や
意

識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
と

て
も
と
て
も
煩
悩
が
深
く
、
そ
ん
な
簡
単

に
阿
弥
陀
仏
の
お
こ
こ
ろ
が
分
か
る
は
ず

が
な
い
。
で
も
分
か
ら
な
く
て
よ
い
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
心
配
し
な
く
て
も
良

い
。
そ
れ
を
百
も
承
知
で
阿
弥
陀
仏
は
名

号
と
な
っ
て
我
々
と
の
接
点
を
お
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
か
ら
。
し
か
し

お
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
が
は
た
ら
い
て
く
だ

さ
る
姿
で
あ
る
以
上
、
そ
の
お
念
仏
に
い

わ
ば
後
押
し
を
さ
れ
て
、
本
人
も
驚
く
よ

う
な
生
き
方
、
考
え
方
を
す
る
こ
と
も
中

に
は
起
こ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。」と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
、
あ
る
一
人
の
念
仏
者
の
生
き

方
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
明
治
時
代
の
真
宗
大
谷
派
の

僧
侶
で
あ
っ
た
高
木
顕
明
氏
で
、
お
念
仏

の
教
え
を
拠
り
所
に
し
な
が
ら
、
僧
侶
を

含
む
当
時
の
多
く
の
人
々
が
日
露
戦
争
の

開
戦
と
戦
勝
を
う
っ
た
え
る
中
に
あ
り
な

が
ら
、
高
木
氏
は
非
開
戦
論
者
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
時
の
社

会
格
差
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
へ
の
経
済

的
な
搾
取
が
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
経
済

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
で
は

な
く
、
最
終
的
に
お
念
仏
が
自
身
の
拠
り

所
で
あ
る
こ
と
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

余
裕
の
社
会
の
実
現
の
た
め
活
動
を
繰
り

広
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

は
、
明
治
時
代
の
こ
と
で
は
な
く
、
ど
こ

か
で
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
現
在

に
も
共
通
し
て
い
る
課
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
宗
門
で
も
実
践
目
標
と
し
て
「
貧
困
の

克
服
に
向
け
て
～D

āna for w
orld 

peace

～
」
―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め

に
―
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
も
、

た
だ
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
に
課
題
に
対
し
て
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、
念
仏
者
と
し
て
の

自
覚
の
上
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
と
も

な
り
ま
し
た
。

阿満 利麿 氏

「平和の鐘」　打鐘
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　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
２
０
１
５
年
に
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

持
続
可
能
な
開
発
目
標

 Sustainable D
evelopm

ent Goals

の
略
称
で
、
国
連
加
盟
１
９
３
か
国
が

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
の
15
年

間
で
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
目
標
で

す
。
貧
困
・
紛
争
・
気
候
変
動
・
感
染

症
。
様
々
な
課
題
に
直
面
す
る
現
代
社

会
に
お
い
て
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

な
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
作
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
の
大

き
な
目
標
と
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
１
６
９
の
達
成
基
準
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
２
回
と
な
る
今
回
の
お
て
ら
で
学

ぼ
う
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
聞
い
た
こ

と
あ
る
け
ど
よ
く
知
ら
な
い
」「
結
果

的
に
ど
う
な
る
の
？
」
と
い
う
声
を

き
っ
か
け
に
、
宗
派
内
外
で
前
衛
的
に

活
動
し
て
い
る
築
地
本
願
寺
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
招
い
て
、
一

般
社
団
法
人
イ
マ
コ
コ
ラ
ボ
が
開
発
し

た
２
０
３
０ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
内
容
は
、
経
済
・
環
境
・
社

会
の
３
要
素
で
構
成
さ
れ
る
世
界
を
、

参
加
者
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば

れ
る
カ
ー
ド
で
動
か
し
、「
資
金
確
保
」

や
「
仕
事
の
や
り
が
い
を
求
め
る
」
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
の
ゲ
ー
ム
、

１
人
だ
け
で
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
他
の
参
加
者
と
の
交
渉
・

協
力
が
必
要
不
可
欠
な
た
め
、
気
が
つ

け
ば
あ
ち
こ
ち
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
て
大
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
参
加
者
か

ら
は
、「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
到
底
達

成
で
き
な
い
と
気
づ
き
、
周
り
に
声
を

か
け
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
々
に

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
気
づ

け
ば
全
チ
ー
ム
が
目
標
達
成
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ゲ
ー
ム
を
終
え
た
後
は
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
ゲ
ー
ム
の
結

果
を
現
実
に
置
き
換
え
た
説
明
が
あ

り
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
っ
て
ど
ん
な
変

化
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
」
や
、「
今

日
か
ら
私
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を

参
加
者
の
皆
さ
ま
と
共
有
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
終
了
後
、
築
地
本
願
寺
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
西
永

亜
紀
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

□
築
地
本
願
寺
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
と
は
？

　「
弱
い
人
、
苦
し
み
を
抱
え
て
い
る

人
を
取
り
残
す
事
の
な
い
社
会
作
り
」

に
多
く
の
方
が
参
画
し
、「
全
て
の
人

が
心
豊
か
に
生
き
て
ゆ
け
る
よ
う
に
な

る
事
」
が
ゴ
ー
ル
で
す
。
壮
大
な
目
標

山
口
教
区
仏
教
青
年
連
盟

　
　
お
て
ら
で
学
ぼ
う 

楽
し
く
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　
　
〜 

２
０
３
０ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム 

〜

で
す
が
、千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
。ゆ
っ

く
り
地
道
に
タ
ネ
ま
き
を
し
て
い
ま

す
。

□
２
０
３
０ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
伝
え
た
い
事
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　「自
分
が
動
け
ば
社
会
が
変
わ
る
」

「
私
の
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
色
々
な

物
事
に
繋
が
り
変
化
を
起
こ
し
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
に
山
積

す
る
課
題
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
、

何
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
伝
わ

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
仏
青
連
盟
「
お
て
ら
で
学
ぼ
う
」
は

世
代
を
問
わ
ず
、
楽
し
く
学
べ
る
ス

ペ
ー
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
次
回
は

未
定
で
す
が
、
案
内
あ
り
ま
し
た
ら
ご

注
目
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

2030　SDGs カードゲーム

９
月
３
日(

土)

開
催

西永 亜紀子 氏
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寺
院
子
弟
研
修
会
は
こ
の
度
で
50
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
歴
代
の
会
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
毎
年
大
切
に

行
っ
て
き
た
こ
の
研
修
会
は
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
50
回
の
記
念
大
会

で
も
あ
り
、
当
初
は
ご
本
山
に
お
参
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

中
止
。
な
か
な
か
収
束
に
向
か
わ
な
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
下
松
組
の
ご
協
力

も
あ
り
、
感
染
対
策
を
講
じ
て
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下
松
組
の
組
長
を

は
じ
め
若
僧
会
の
皆
さ
ま
に
は
多
く
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
は
浄
蓮
寺
、
笠
戸
島
家
族
旅
行

村
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
日
帰

り
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
浄
蓮
寺
に
て
お
勤
め
を
し
、

仏
事
作
法
の
基
本
を
習
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
「
お
寺
で
探
検
ク
イ
ズ
」
と
題
し
、

本
堂
の
畳
の
枚
数
や
境
内
の
親
鸞
聖
人
の

像
の
全
長
な
ど
を
当
て
る
ク
イ
ズ
や
仏
教

  
山
口
教
区
寺
族
青
年
会
「
若
朋
会
」

山
口
教
区
寺
族
青
年
会
「
若
朋
会
」  

  
第第
5050
回
山
口
教
区
寺
院
子
弟
研
修
会

回
山
口
教
区
寺
院
子
弟
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

７
月
７
月
1616
日
（
土
）
開
催

日
（
土
）
開
催

説
話
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
笠
戸
島
家
族
旅
行
村
に
移

動
し
、
屋
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
、

ス
イ
カ
割
り
や
風
鈴
づ
く
り
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
に

て
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
に
つ
い
て
学
び
、
エ
サ

や
り
や
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
で
魚
と
触
れ

合
う
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
不
安
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
顔
や
、
そ
れ

を
見
守
る
保
護
者
の
方
々
の
笑
顔
を
見

て
、
開
催
で
き
た
喜
び
が
込
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　
寺
院
子
弟
研
修
会
は
教
区
内
寺
院
子
弟

の
研
鑽
や
交
流
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
の
開
催
日
時
等

は
未
定
で
す
が
、
次
は
１
０
０
回
大
会
を

目
指
し
こ
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
波
佐
間
正
弘

仏事作法の研修 タッチングプール

お寺で探検クイズヒラメの餌やり体験
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期 日

講 師

本 願 寺 山 口 別 院『 報 恩 講 』

11月25日（金）『帰敬式』…午後１時から

11月26日（土）・27日（日）・28日（月）…午後１時30分から

塚 本   慈 顕    氏　（本願寺派布教使・佐賀教区三根組徳常寺）

組 別 参 拝 日

〔27 日〕
玖珂西組、熊毛組、下松組、
防府組、山口北組、萩組、
須佐組、大津東組、白滝組、
邦西組、下関組

〔26 日〕
柳井組、岩国北組、熊毛中組、
熊濃組、周南組、山口南組、
宇部小野田組、美祢西組、
大津西組、豊田組、豊浦西組

〔28 日〕
岩国組、美和組、大島組、
熊南組、華松組、厚狭西組、
宇部北組、美祢東組、阿武組、
小月組、豊浦組

第１回　10月26日（水）　13：00　〜　16：40　
第２回　11月30日（水）　同上　※原則両日ともご参加ください

熊谷 正信 氏（岩国組西福寺ご住職／連研中央講師）

本願寺山口別院

一人あたり　1,000円（見学者も同額）　　当日受付にて納入ください

連研のための研究会連研のための研究会
山口教区「オープン連研」のご案内山口教区「オープン連研」のご案内

日　時

講　師

会　場

参加費

本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2022.10.1 ～ 2023.1.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
10 月  1 日～ 10 日 安部　智海 12 月  1 日～ 10 日 高橋　　了

11 日～ 20 日 日髙　殊恵 11 日～ 20 日 金安ちづる
21 日～ 31 日 宗本　尚瑛 21 日～ 31 日 厚見　　崇

11 月  1 日～ 10 日 寺田　弘信 1 月  1 日～ 10 日 輪　　　番
11 日～ 20 日 中山　信知 11 日～ 20 日 重枝　真紹
21 日～ 30 日 木村　智教 21 日～ 31 日 藤本　弘信

※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

教区内門信徒（定員20名）
※僧侶の方、連研スタッフなど組役職者の見学も歓迎します

対象者

式章・念珠・勤行聖典・連研ノートE［改訂版］持参物
各組実践運動委員宛にお申し込みください申　込



本
願
寺
山
口
別
院
・
山
口
教
区
教
務
所

〒
七
五
四
ー
〇
〇
二
二   

山
口
県
山
口
市
小
郡
花
園
町
三
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
八
三（
九
七
三
）四
一
一
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ
　〇
八
三（
九
七
三
）四
六
三
一 山口別院テレホン法話　083−973−0111
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別
院
・
教
区
行
事

10
月

４
日
㈫

第
52
回
山
口
教
区
仏
教
婦
人
大
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

　
　
講
師
／
野
瀬
妙
恵
氏
（
滋
賀
教
区
清
徳
寺
）

５
日
㈬

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
島
昭
念
氏
（
美
祢
東
組
明
嚴
寺
）

8
日
㈯

仏
青
＆
若
朋
会
主
催
　
式
章
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
四
代
目
ナ
オ
シ
チ
氏
（
京
都
直
七
法
衣
店
）

20
日
㈭
｝
山
口
教
区
青
年
布
教
使
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

21
日
㈮

　
　
講
師
／
紫
藤
常
昭
氏
（
福
岡
教
区
徳
常
寺
）

25
日
㈫

寺
族
婦
人
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
今
井
雅
晴
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

26
日
㈬

第
1
回
オ
ー
プ
ン
連
研
【
連
研
の
た
め
の
研
究
会
】
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
熊
谷
正
信
（
岩
国
組
西
福
寺
）

30
日
㈰

第
24
回
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

11
月

5
日
㈯

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
田
中
博
明
氏
（
下
関
組
願
行
寺
）

6
日
㈰

門
徒
総
代
会
公
開
講
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
大
來
尚
順
氏
（
防
府
組
超
勝
寺
）

　
　
　
　
　
小
川
仁
志
氏
（
哲
学
者
／
山
口
大
学
教
授
）

25
日
㈮

帰
敬
式
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈯

｝
別
院
報
恩
講
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
塚
本
慈
顕
氏
（
佐
賀
教
区
徳
常
寺
）

〜

28
日
㈪

30
日
㈬

第
2
回
オ
ー
プ
ン
連
研
【
連
研
の
た
め
の
研
究
会
】
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
熊
谷
正
信
（
岩
国
組
西
福
寺
）

12
月

5
日
㈪

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
山
名
学
道
氏
（
宇
部
北
組
明
山
寺
）

６
日
㈫

連
研
履
修
者
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
村
隆
教
氏
（
岩
国
組
宗
清
寺
）

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

２
０
２
２
年
６
月
〜
２
０
２
２
年
８
月

（
敬
称
略
）

敬

弔

豊
浦
西
組
　
報
恩
寺
　
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
三
原
　
総
明
　  （
６７
）
６
月
５
日

柳
井
組
　
正
念
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
鈴
鹿
シ
ヅ
ヱ
　  （
１０１
）
６
月
１4
日

山
口
南
組
　
円
覺
寺
　
前
住
職
　
　
　
　

　
　
　
芝
﨑
　
覺
壽
　  （
94
）
７
月
１2
日

豊
田
組
　
正
念
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
能
埜
　
貫
吾
　  （
92
）
７
月
１５
日

岩
国
北
組
　
西
光
寺
　
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
神
田
　
達
暁
　  （
８4
）
７
月
2５
日

宇
部
小
野
田
組
　
西
覚
寺
　
前
住
職
　
　

　
　
　
小
山
　
眞
昭
　  （
93
）
８
月
7
日

山
口
南
組
　
明
正
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　

　
　
　
伊
川
　
哲
玄
　  （
9６
）
８
月
2１
日

岩
国
組
　
清
誓
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
清
水
　
徹
雄
　  （
７７
）
８
月
2５
日

大
津
東
組
　
淨
土
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　

　
　
　
安
永
　
諄
子
　  （
１０１
）
８
月
2８
日

岩
国
組
　
本
能
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
小
島
　
道
雄
　  （
７５
）
８
月
29
日

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
７
波
も
よ
う
や
く
収
束
し
て
き
ま

し
た
。
一
時
期
は
見
送
っ
て
い
ま
し

た
教
区
行
事
も
徐
々
に
再
開
を
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
来
年
10
月
21
日
の

教
区
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
に
向

け
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
教
区
内
の
皆
さ
ま
に
も
、
よ
り

一
層
お
力
添
え
を
賜
れ
ば
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。

本
願
寺
山
口
別
院
仏
前
結
婚
式

本
願
寺
山
口
別
院
仏
前
結
婚
式

新
郎

　金
安

　一
樹
さ
ん

新
婦

　山
田

　陽
香
さ
ん

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。


